
2月上旬号 昭和43年2月1日

前月比

(+ 29) 

(+ 36) 
(- 7) 

( + 7) 
転入 354 

転出 350 

Z置iIiJi翠ヨE
(12月31日現在)

人口 56，543 

{男 2川 2
女 29，301

世帯数 13，564 

出生 50 

死亡 25 
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成人を祝
大村市はこの人達を祝いはげますため、新

しい大村市民会舘で成人式を行ない》式のあ

と音楽会や成人者の若々しい意見の交換をす

る座談会を開き、市長や教育長‘市内の大人

達も出席しました。

自ら大人になったことを自覚した若人たち

は、この日を境に社会のために伯き学ぶこと

を誓いあって力強く羽ばたいて社会に巣立つ

ていきました。

私たちは、この人達の若い力を期待して、心

から祝福し、励ましてやりたいと思います.

〔成人者座談会の要旨は次頁に掲載しています。コ

う

1月15日、市内で1.070人の人達が希望に
胸ふくらませておとなの仲間入りをしました

(若
人
の
注
意
を
の
ベ
る
新
成
人
代
表
者
)
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(2) り大村市政だよ

新成人者座談
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新しく成人式を迎えた人々に集っていただき、市政に

関すること、乙れからの希望などを、市長、教育長、選

挙管理委員長、婦人会長、青年団長さんなどをまじえて

若々しい意見をききました。

その要旨はつぎのとおりです。

与平ミ;.. !宇

お
し
ら
せ

中
小
企
業
者
へ
の

融
資
あ
ん
な
い

中
小
企
業
者
に
対
す
る
運

転
資
金
及
び
設
備
資
金
の
申

込
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

y-街の中が一般に 〈らい。夜勤

などの場合、パスの便が悪〈て

因っています。

B-工場誘致はどのようになって

いるのでしょうか。

市長一いずれも、 もっともな話で

す。より便利に、より働き安 〈

よりよいものにするのが私達の

任務だと考えています。パスの

問題にしても、企業的にも成り

立たねばならないことで、改善

するように努力しています。道

路のことも、市道だけで市内に

3，000キロもあります。 交通量

の多いととろ、産業基盤のある

ところなど重点的にやっている

ので、'お〈れるところもありま

すが、早〈整備したいと思って

います。防犯灯についても大体

同じことがし1えます。河川につ

いても、環境衛生の立場からよ

〈してゆきたいと考えています

企業誘致の現状は、大村は条件

はととのっているのですが、経

済事情との関係が深いのでその

波の中で考えていかねばならな

い乙とです。今のところ計画的

に進んでいます。

教育長一スポーツ施設のことは、

国体を機会に考えましたがよど

うしてもできないことが多かっ

たコそこで今後の構想としては

玖島中学校跡に市立体育舘を作

る計画を立てています。できれ

ばプールなどもつ〈り、スポー

ツセンターとしての夢を持って

2手ミユ

一新しい決意は-

M-私は今まで親の云うままに仕

事をしてきました。乙れからは

自分の仕事を経営者になった気

持で責任もってやって行きたい

N一成人式を迎えたからといって

急にどうだと云うことはない。

しかし、今までうとかった国際

情勢、経済状態を勉強していき

たいと考えています。

K一成人式を迎え 1人前に認めら

れたので、乙れからは両親に心

配させないようにやっていきた

いと思います。

コ
i
ナ

l

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同
一
業
種

を
引
続
き
一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

も
の
。
マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
に
は

充
当
で
き
な
い
。

マ
融
資
期
間

運
転
資
金

1
一
年
以
内

一職業意識の上にたったみなさ

んの考えは-

H-今までは誰かがやって〈れる

だろう…という考えが強かった

これからは責任もってやってゆ

き?こ ~'o

Mー僕はテレピの技術を完全に修

得して将来は自分の屈を持ちた

設
備
資
金

l
二
年
以
内

マ
利
率
日
歩
二
銭
二
厘

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て

三
厘
五
毛
J
四
厘
が
必
要
で

す。マ
申
込
所
商
工
会
議
所

マ
受
付
期
間

一
一
月
十
日
よ
り
二
月
二
十

~ '0 

F-今までは何も考えていなかっ
た。これからは親に迷惑をかけ

ないようにやってゆきたい。

います。

一大村人としての感想や希望は

T一大村市には、スポーツ施設が
な〈、こんなきびしいことはな

気楽に行ける公共施設がほ

しい。

H一市民の声として、市内ノてスを

増やしてほしいという声を聞き

ます。又道が悪いということも

聞きます。何とかならないもの

でしょうか。

日
ま
で
た
だ
し
、
融
資
枠
に
達
し

た
場
合
は
申
込
み
を
締
切
り

ま
す
。な
お
、
〈
わ
し
い
乙
と
は

市
商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

学
校
に
寄
付

市
内
下
久
原
の
林
田
正
さ

ん
は
亡
妻
の
忌
明
に
あ
た
り

学
校
の
教
材
用
に
使
っ
て
〈

だ
さ
い
と
玖
島
中
学
校
に
金

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

l
f
 
i
 

¥ ~ 



ちを、自由に書いて、気

軽にと応募〈ださい。

本文は 400字詰原稿用

紙5枚以内で、本文のほ

か、最近の記帳内容がわ

かる簡単な表をそえ、原

稿には応募者の住所、氏

名、職業、年令、 家族名

と家計簿記帳年数を記載

して〈ださい。

なお、 〈わしいことは

市の総務課におたずね 〈

TごさL、。

毎年行なわれている貯

蓄増強中央委員会、県貯

蓄推進委員会主催の 「わ

が家の家計簿」体験談募

集は、 2月末しめ切りと

なっています。

昭和42年の家計簿をつけ

終ったところで、皆さん

が、反省して感じられた

こと物価高をうま〈 乗り

切っ た体験、予算生活を

した結果、 消費内容に生

じた変化など記帳してい

る聞に体験されたことが

昭和43年2月1日

市
営
ア
パ
ー
ト
入
居
者

募
集
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市
営
旭
町
ア

パ
ー
ト
(
第

二
種
層
耐
火
構
造
四
階
建
十

五
戸
と
市
営
竹
松
ア
パ
ー
ト

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家

建
)
十
五
戸
の
入
居
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

ム
入
居
資
格

利
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
人

り

がわが家の家計簿 M 体験談の募集

大村市政だよ(3) 

同刊
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
(
未

届
の
妻
を
含
む
)
が
あ
る

こ
と

り
入
居
者
及
び
同
居
親
族
の

昭
和
四
十
二
年

一
月
か
ら

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
ま

で
の
総
収
入
額
が
つ
ぎ
の

表
の
額
を
越
え
な
い
こ
と

マ
家
賃
旭
町
ア
パ

ー
ト三
千
八
百
円

竹
松
町
ア
パ
ー
ト
三
千
二
百
円

， 
J 

マ
収
入
基
準
月
額

扶養 総収入額

主L三乞| 第 2種

0人 3 8 0，0 0 0円
1人 l 4 1 0， 0 0 0円
2人 440，000円
3人 470，-000円

4ノ¥ l 5 0 0， 0 0 0円
5人 i 5 3 0， 0 0 0円

マ
公
募
期
間

一一
月
五
日
か
ら
二
月
十
二

日
ま
で

マ
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

マ
抽
せ
ん
日
と
場
所

場 所 i月 日 |時 間
三浦診療所 1 2日 9・30~ 12・00 月
鈴田出張所 13日 9・30~ 12・00 の
竹松出張所 1 4日 9・30~ 15・30 母子
松原出張所 1 9日 9・30~ 12・00

圭検ロ~福重出張所 2 0日
萱瀬出張所 2 1日 9'30 ~ 12・00

午
前
九
時

二
月
十
五
日

大
村
市
役
所

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

建
築
課

へ
お
た
ず
ね
〈
だ
さ

巡
回
交
通
事
故
相
談
所

を
開
設

県
で
は
交
通
事
故
被
害
者

対
策
の
一

環
と
し
て
、
つ
ぎ

の
と
お
り
交
通
事
故
巡
回
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
乙
と
で
心
配
事

の
あ
る
方
は
と
遠
慮
な
〈
と

相
談
〈
だ
さ
い
。

マ
日
時
二
月
ム
ハ
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
役
所

原
爆
被
爆
者
の
定
期
検

診
昭
和
四
十
二
年
度
第
二
回

目
の
原
爆
被
爆
者
の
定
期
検

診
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

マ
受
診
で
き
る
人

①
原
爆
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
。
た
だ
し
長
崎
市
長
発

行
の
手
帳
で、

保
健
所
で

住
所
変
更
し
て
い
な
い
人 ( 

〈

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
旧
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

有
効
期
限
が
す
ぎ
た
手
帳

を
持
っ
て
い
る
方
は
保
健

所
で
手
続
を
し
て
か
ら
受

け
て
〈
だ
さ
い
。

ム
期
日
と
場
所

一
一
月
五
日
か
ら
二
月
二
十

日
ま
で
の
聞
に
、
大
村
国
立

病
院
、

大
村
市
立
病
院
で
行

な
い
ま
す
。

市
民
会
舘
に
椿
を
寄
付

陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
の

成
人
者
(
二
十
七
名
)
代
表
山

口
和
孝
さ
ん
は
成
人
記
念
と

し
て
八
重
椿
二
本
を
市
民
会

舘
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
会
舘
で
は
、
さ
っ
そ

〈
会
舘
前
の
広
場
に
植
え、

大
切
に
そ
だ
て
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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室教通-父i盆
自転車の交通安全
一-こうして乗りましょう一

最
近
の
自
転
車
は
非
常
に

進
歩
し
、
原
付
自
転
車
は
三

十
キ
ロ
し
か
走
れ
な
い
の
に

足
踏
自
転
車
は
四
十
キ
ロ
も

五
十
キ
ロ
も
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
乙
れ
は

場
所
も
わ
き
ま
え
ず
、
む
や

み
に
と
ば
す
こ
と
は
安
全
速

度
違
反
と
な
り
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
た
め
に
は

運
転
免
許
は
い
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
で
自
転

車
に
は
道
路
交
通
法
の
適
用

が
な
い
と
感
違
い
し
て
い
る

人
が
以
外
に
多
い
よ
う
で
す

自
転
車
も
車
両
に
は
違
い
な

い
の
で
す
。
一
部
を
除
い
て

は
ほ
と
ん
ど
道
路
交
通
法
の

規
制
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
:
:
:

①
酒
に
酔
っ
て
自
転
車
に
乗

れ
ば
酒
よ
い
運
転

②
歩
道
上
に
自
転
車
を
放
置

す
れ
ば
駐
車
違
反

③
交
さ
点
で
合
図
を
し
な
い

で
右
、
左
折
を
す
れ
ば
合

図
不
履
行

⑨
ブ
レ
ー
キ
の
利
か
な
い
白

転
車
に
乗
れ
ば
整
備
不
良

車
両
運
転
で
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

自
転
車
が
他
の
車
と
衝
突

又
は
接
触
し
て
事
故
を
起
す

と、

自
転
車
は
ほ
と
ん
ど
例

外
な
し
に
被
害
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
転
ば
ぬ
先
の

昭和33年4月22日第三種郵便物認可
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奇

Nii--、九
十

chi-J甲子
会

決

!

?

ト

の
事
業
益
金
が
五
局
へ
直

i
申
込
ん
で
下
さ
い

川

積

一

二

を

勺

均

ぷ

匂

咋

⑫

千
七
百
万
円
含
ま
れ
て
お
り

¥
一
一

議
会

-JJ
f

ま
す
。

γ
;-i融
脚
色
議
湖
剛

、

♂

大

村

市

民

会

舘

方
式
に
な
っ
て
い
て、

舞
台
こ
の
市
民
会
舘
は
、
講
演

二

一一

:

¥

ヤ
待
望
久
し
か
っ
た
市
民
会
音
響
、
照
明
の
各
施
設
が
設
会
、
各
理
総
会
、音
楽
会
、
記

ゾ

寸

剛

、

盛

匿
宿
一

小
舘
が
、
市
制
二
十
五
周
年
記

備

さ
れ
、

全
舘
冷
暖
房
設
備
念
式
典
、
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど

町
議

幽

闇

思

い

山
念
の
事
業
と
し
て
、
昨
年
五
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
別
舘

に
利
用
さ
れ
、
と
〈
に
昨
年

¥
二

シ
限

一

郎

感

川

一
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
は
一

階
に
楽
屋
と
会
議
室
を
末
当
市
民
会
舘
で
聞
か
れ
た

川
町
九
一

一

関

J

~
市
民
会
舘
は
文
字
通
り
市
兼
ね
た
四
十
名

1
五
十
名
収

N
H
K
の
ど
自
慢
は
全
国
に

川

J
灘
、
副
苧

ハ
民
文
佑
の
向
上
を
は
か
る
市
容
で
き
る
部
屋
と
事
務
室
が
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

い
~
一
は
一
撃
臨
長
鹿
島
駅
，

γ

民
の
た
め
の
会
舘
で
す
。
あ
り
、
二
階
に
は
市
立
図
書

会
舘
ホ
i
ル
の
申
は
禁
煙

附
九
人
¥闘

関

白

・

閉

A

ヤ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
舘
、
三
階
は
百
五
十
名
か
ら
で
す
。
下
駄
履
な
ど
の
人
の

!
?

バ

姐

畠

期

い

…
階
建
の
会
舘
は
、
本
舘
ホ

i

百
八
十
名
収
容
で
き
る
大
会
述
惑
に
な
る
よ
う
な
乙
と
は

点
数
燃
機
鵬

醗

蔑

腫

肢

J

J
と
別
舘
と
か
ら
号
、
ホ

議
室
が
あ
り
ま
す
。
工
費
は

と
遠
慮
い
た
だ
い
て
、

楽
し

香

組

織
錨

ヨ

J

γ
l
ル
は
固
定
席
千
百
席
、
立
一
億
六
千
二
百
万
円
で
、
そ
く
明
る
い
市
民
会
舘
と
な
る

J
一一~一ぷ

盈

鍾

置

い

い
見
三
百
五
十
名
、
定
員
千
三
の
う
ち
国
民
年
金
還
元
融
資
よ
う
に
と
協
力
下
さ
い
。
〔
写
真
〕
リ
新
し
く
で
き
た
市
民
正

伊
百
六
十
名
の
ワ
ン
ス
ロ
ー
プ
が
八
千
二
百
万
円
、
モ

l
タ

C
利
用
は
市
民
会
舘

事

務

会

舘

r

昭和43年2月1日
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杖
と
し
て

自
転
車
乗
用
者
は

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

v円
J

。
マ
ブ
レ
ー
キ
は
確
実
に
き
く

4μ 
マ
ハ
ン
ド
ル
は
正
常
か

マ
サ
ド
ル
の
高
さ
は
適
正
か

乗
っ
た
と
き
両
足
先
が
軽

く
地
面
に
つ
く
く
ら
い
が

適
正
で
高
過
ぎ
る
の
は
危

険
で
す

マ
後
部
反
射
器
は
つ
い
て
る

か
、
ま
た
つ
い
て
い
て
も

正
し
く
反
射
す
る
か

-

マ
交
通
法
規
は
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
正
し
く
守
っ
て

い
る
か

⑨
通
行
区
分
は
左
側
の
端
を

一
列
進
行
す
る

⑨
二
人
乗
り
や
片
手
運
転
は

し
な
い

⑨
右
左
折
す
る
場
合
は
正
し

〈
合
図
し
て
徐
行
す
る

⑨
路
地
や
物
か
げ
か
ら
車
道

に
飛
び
出
な
い

⑨
軽
快
車
は
無
茶
な
速
度
を

出
き
な
い

⑨
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

け
る

⑨
酒
を
の
ん
だ
場
合
は
乗
ら

な
し

園
芸
メ
モ

マ
水
栽
培
に
太
陽
を

昨
秋
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
や
ク
ロ

ッ
カ
ス
の
水
栽
培
を
や
ら
れ

た
方
は
、
今
月
か
ら
暖
か
い

と
乙
ろ
に
出
し
て
や
り
ま
し

ょ
う
。
今
ま
で
暗
い
と
こ
ろ

で
根
を
は
ら
せ
た
の
で
す
が

こ
れ
か
ら
は
暖
か
い
と
こ
ろ

で
育
て
ま
し
ょ
う
。
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
の
白
い
根
が
い
っ
ぱ
い

に
伸
び
て
い
る
の
は
見
事
な

も
の
で
す
。
花
の
少
な
い
時

に
楽
し
む
も
の
で
す
か
ら
、

よ
〈
注
意
し
て
可
愛
が
っ
て

あ
げ
て
〈
だ
さ
い
。

マ
寒
さ
に
め
げ
ず
冬
の
手
入

れ
を
寒
さ
が
は
げ
し
い
の
で
、

外
の
仕
事
が
つ
い
お
ろ
そ
か

に
な
り
ま
す
。
果
樹
花
木
の

せ
ん
定
、
あ
き
地
の
あ
ら
お

こ
し
、
寒
と
え
、
種
ま
き
、

温
床
の
準
備
、
害
虫
の
駆
除

な
ど
は
今
月
中
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
で
す
。

手
ぎ
わ
よ
〈
か
た
ず
け
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。


